
いよいよ師走の入りとなりましたが、皆様、年末の大変お忙しい中、いかがお過ごしでしょうか。先月まで

の暖かさを感じる日もこれから次第に少なくなり、肌を刺すような冷たい風が吹く本格的な冬がこれから到来

します。寝相が悪くて夜中に布団から飛び出していた手足の先が、起床時には随分と冷えているのがわかり、

冬独特の「寒い」感覚を思い出しました。皆様、インフルエンザが流行っていますので、お気をつけ下さい。 

先月末に、比叡山の麓にある紅葉の名所、京都の瑠璃光院
る り こ う い ん

へ初めて紅葉狩りに行きました。瑠璃光院へ向か

う途中、叡山電鉄の終着駅である八瀬比叡山口駅から徒歩で、近くの叡山ケーブル八瀬駅の横を流れる高野川

を見ながら進むと、京都市内の様な交通渋滞や大勢の観光客が押し寄せる景色もなく、静寂な比叡山の山麓が

緑色から黄色、橙色、深紅へとグラデーションで色づいた紅葉を、落ち着いて鑑賞することが出来ました。 

この瑠璃光院の庭園や建物は、もともと明治時代に、実業家で政治家の田中源太郎（京都電燈、京都電鉄な

どの創業者）が庵として築いた後、京都電燈の重役の別荘となり、その後、京福電気鉄道の所有となって高級

料理旅館「喜鶴亭」として営業していましたが、「喜鶴亭」の廃業後に取り壊されそうになり、2005 年に岐

阜市に本坊を置く光明寺が、本堂を設置し寺宝を移し、瑠璃光院として寺院になったそうです（驚きです）。 

特に、書院の二階で見られる有名な絶景は、大きな写経机に映った庭園の紅葉と実際の庭園の紅葉とが対称

的に連続して見える風景として、SNS上などで「フリクション風景」という呼び名でよく知られています。

最近 SNSで写真を見る機会が増えたので、絵画のような紅葉写真を撮影したい気持ちがよく分かりました。

また、瑠璃光院からの帰りに立ち寄った八瀬もみじの小径
こ み ち

（約三千七百㎡の敷地内、約三百ｍの回遊路）で

は、山麓にモミジやカエデが左右に広がり、紅葉のトンネルを歩くような体験を楽しむことが出来ました。 

今年の冬は、例年に比べて暖冬になるのか、雪が多く降るのかはまだ分かりませんが、これから防寒具や暖

房器具を出したり、冬タイヤの交換をしたりして、真冬の備えを始めたいと思います。 

皆様、今年も大変お世話になりました。どうぞ体調にはお気をつけて、どうぞ良いお年をお迎えください。 
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